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定例会
第356回

災
害
関
連
補
正
予
算
議
案
な
ど

20
議
案
を
審
議
し
ま
し
た

　
第
３
５
６
回
定
例
会
は
６
月
６
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
提
出
議
案
が
19
件
、
議
員
提
出
議
案
が
１

件
、
あ
わ
せ
て
20
件
の
議
案
を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
条
例
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
17
日
間
の

会
期
を
経
て
６
月
22
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

◎
第
１
日
（
６
月
６
日
）

　
会
期
を
17
日
間
と
決
定
し
た
後
、

平
成
22
年
度
角
田
市
一
般
会
計
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書
及
び
平
成

22
年
度
角
田
市
一
般
会
計
事
故
繰

越
し
繰
越
計
算
書
等
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
長
か
ら
上
程
さ
れ

た
議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ

り
、
専
決
処
分
の
12
議
案
に
つ
い

て
は
、
表
決
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◎
第
２
日
（
６
月
14
日
）

　
初
日
に
提
案
さ
れ
た
議
案
に
対

し
、
柄
目
孝
治
議
員
を
は
じ
め
谷

津
睦
夫
議
員
、
日
下
七
郎
議
員
、

今
野
林
一
郎
議
員
、
高
橋
力
雄
議

員
の
５
名
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
疑
終
了
後
、
上
程
さ
れ
た
議

案
の
う
ち
、
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
は
、
総
務
財
政
常
任
委
員

会
に
付
託
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
間
自
由
討
議
が
行

角
田
市
初
の

「
女
性
農
業
委
員
」誕
生

　
角
田
市
に
初
め
て
女
性
農
業
委

員
が
誕
生
し
ま
し
た
。
農
業
委
員

会
は
、「
選
挙
に
よ
る
委
員
」
と

「
選
任
に
よ
る
委
員
」
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
選
任
に

よ
る
委
員
は
、
農
協
、
農
業
共
済

組
合
、
土
地
改
良
区
及
び
市
議
会

が
推
薦
し
た
者
を
市
長
が
選
任
し
、

委
員
に
就
任
し
ま
す
。
こ
の
度
任

期
満
了
に
伴
い
、
市
議
会
か
ら
次

の
方
々
を
推
薦
し
ま
し
た
。

　
○
宍
戸
明
美
氏
（
北
江
尻
）

　
○
三
浦
和
子
氏
（
枝
野
６
区
）

　
市
議
会
で
は
、
女
性
農
業
者
の

声
を
反
映
さ
せ
、
女
性
の
視
点
に

立
っ
た
地
域
農
業
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

「
市
議
会
が
推
薦
す
る
農
業
委
員

の
一
般
公
募
」
を
実
施
し
、
今
回

の
推
薦
に
至
っ
た
も
の
で
す
。

　
委
員
の
任
期
は
、
平
成
23
年
７

月
20
日
か
ら
平
成
26
年
７
月
19
日

ま
で
の
３
年
間
。

わ
れ
、
湯
村
勇
議
員
か
ら
は
「
一

般
会
計
補
正
で
の
庁
舎
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
」
に
つ
い
て
、
柄
目
議

員
か
ら
は
、「
下
水
道
特
別
会
計
補

正
で
の
災
害
に
よ
る
下
水
道
の
早

期
修
復
計
画
」
に
つ
い
て
通
告
が

あ
り
、
議
案
審
議
に
あ
た
り
活
発

な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

◎
第
３
日
（
６
月
20
日
）

　
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
５
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
表

決
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
そ
の
後
、
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、

４
名
の
議
員
が
市
政
全
般
に
つ
い

て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
４
〜
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
４
日
（
６
月
21
日
）

　
前
日
に
引
き
続
き
、
６
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
６
〜
８
ペ
ー
ジ
参
照
）

◎
第
５
日
（
６
月
22
日
）

　
前
日
に
引
き
続
き
、
２
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

（
９
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
一
般
質
問
終
了
後
、
総
務
財
政

常
任
委
員
会
へ
付
託
し
た
議
案
に

つ
い
て
、
細
川
健
也
委
員
長
か
ら

審
査
の
経
過
及
び
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
表
決
の
結
果
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
佐
藤
正
友
議
員
を
提

出
者
と
す
る
「
角
田
市
議
会
議
員

の
定
数
削
減
条
例
」
の
議
員
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。
日
下
議
員
に
よ

る
反
対
討
論
、
相
澤
邦
戸
議
員
に

よ
る
賛
成
討
論
が
行
わ
れ
、
表
決

の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
結
果
は
、
３
ペ
ー
ジ
表
１

の
と
お
り
で
、
審
議
さ
れ
た
議
案

の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
角
田
市
市
税
条
例

《
個
人
市
民
税
》

○
雑
損
控
除
額
等
の
特
例

　
大
震
災
に
よ
り
住
宅
・
家
財
等

に
損
害
を
受
け
た
方
は
、
選
択
に

よ
り
平
成
22
年
分
又
は
平
成
23
年

分
の
損
失
と
し
て
、
損
害
額
に
基

づ
き
計
算
し
た
金
額
を
所
得
か
ら

控
除
す
る
制
度
（
雑
損
控
除
）
の

適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
控
除
し
き
れ
な
い
損
失

額
に
つ
い
て
の
繰
越
期
間
を
従
来

の
３
年
か
ら
５
年
に
延
長
さ
れ
ま

し
た
。

○
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
適
用
期
限

の
特
例

　
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
住
宅

が
滅
失
・
損
壊
し
て
も
、
控
除
対

象
期
間
の
残
り
の
期
間
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

《
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
》

○
住
居
等
に
被
害
を
受
け
た
場
合

の
特
例

　
大
震
災
に
よ
り
住
宅
が
滅
失
・

損
壊
し
た
方
は
、
そ
の
住
宅
の
敷

地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

に
つ
い
て
引
き
続
き
住
宅
用
地
と

し
て
の
特
例
措
置
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
滅
失
・
損
壊
し
た
家
屋

の
買
い
替
え
な
ど
を
さ
れ
た
方
は
、

そ
れ
ら
に
係
る
固
定
資
産
税
等
に

つ
い
て
も
特
例
措
置
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
角
田
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
地
方
税
法
施
行
令
の
改
正
に
伴

い
、
角
田
市
国
民
健
康
保
険
税
の

課
税
限
度
額
が
次
の
と
お
り
引
き

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

○
基
礎
課
税
額

50
万
円
→
51
万
円

○
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額

13
万
円
→
14
万
円

○
介
護
納
付
金
課
税
額

10
万
円
→
12
万
円

特
別
会
計
繰
出
金
、
災
害
援
護
資

金
貸
付
金
及
び
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
等
の
追
加
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
一
般
会
計
（
第
２
号・第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
、
第
２

号
・
第
３
号
合
わ
せ
て
、
４
億
３

７
１
７
万
円
。
国
・
県
支
出
金
、

繰
越
金
及
び
市
債
の
追
加
が
歳
入

の
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通

り
で
す
。

○
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
組

替
え

○
倒
壊
家
屋
が
れ
き
処
理
費
用

○
公
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費
用

○
市
庁
舎
渡
り
廊
下
改
修
費
用

○
災
害
見
舞
金

▼
一
般
会
計（
第
１
号
）専
決
処
分

　
歳
入
歳
出
補
正
総
額
は
、
９
億

２
０
９
９
万
５
千
円
。
繰
入
金
及

び
市
債
が
歳
入
の
主
な
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
今
回
の

震
災
に
伴
う
、
公
共
下
水
道
事
業

件　　　　　　　名
議　決
年月日 議決結果

会　　　　　　　　　派

市　長　提　出　議　案 クラブ
みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産

党議員団 無会派

専
　
　
　
決
　
　
　
処
　
　
　
分

角田市国民健康保険税条例の一部改正について 6月6日
承　認

（賛成16
反対2）

○ ○ ○ × ○

平成22年度角田市一般会計補正予算（第８号）
平成22年度角田市老人保健特別会計補正予算（第３号）
角田市老人寮条例の一部改正について
角田市下水道条例の一部改正について
角田市農業集落排水事業条例の一部改正について
平成23年度角田市一般会計補正予算（第１号）
平成23年度角田市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
平成23年度角田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
平成23年度角田市水道事業会計補正予算（第１号）
災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
角田市市税条例の一部改正について

6月6日 承　認 ○ ○ ○ ○ ○

条 

例 角田市市税条例の一部改正について 6月22日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

補
　
正
　
予
　
算

平成23年度角田市一般会計補正予算（第２号）
平成23年度角田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
平成23年度角田市公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成23年度角田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
平成23年度角田市水道事業会計補正予算（第２号）

6月20日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

平成23年度角田市一般会計補正予算（第３号） 6月22日 可　決 ○ ○ ○ ○ ○

議　員　提　出　議　案 議　決
年月日 議決結果 クラブ

みんしん 政友会 市民クラブ 日本共産
党議員団 無会派

条
　
　
例

角田市議会議員の定数に関する条例の一部改正について
（議員定数19人→18人）

6月22日
可　決

（賛成12
反対5）

○（5） ○
○（1）
×（3）

× ○

本 

会 

議

主
な
補
正
予
算
の
概
要

条
例
の
一
部
改
正

第356回定例会 審議結果一覧
表１

議員数は19名。議長は表決に加わらないため、表決に参加した議員数は18名。（○…賛成、×…反対）

≪各会派の構成メンバー≫
●クラブみんしん（高橋力雄、永沼正一、今野林一郎、谷津睦夫、相澤邦戸、柄目孝治）
●政友会（佐藤正友、星守夫、渡邊誠、齋藤正一郎）　　●市民クラブ（本田敏昭、小島正、湯村勇、細川健也）
●日本共産党議員団（日下七郎、八島定雄）　　　　　　●無会派（会派に属さない議員）馬場道晴、玉手安博議長、伊藤善昭副議長
※「角田市議会議員の定数に関する条例の一部改正について」の表決に参加した議員数は17名。

　
６
月
15
日
、
東
京
都
日
比
谷
公

会
堂
に
お
い
て
、
第
87
回
全
国
市

議
会
議
長
会
定
期
総
会
が
開
催
さ

れ
、
同
会
会
長
か
ら
次
の
方
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

◇
一
般
表
彰

　
（
議
員
在
職
十
五
年
以
上
）

本　
田　
敏　
昭　
議
員

員
表
彰

議

2かくだ市議会だより 162 号3 かくだ市議会だより 162 号



12人の議員が市政を問う

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

議
員
▼
３
ヶ
月
以
上
経
過
し

内
部
被
ば
く
量
も
考
慮
す
れ

ば
、
校
庭
の
表
土
を
削
り
取

る
等
の
対
応
を
検
討
す
る
時

期
が
迫
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
ど
の
様
な
安
全

対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
長
▼
保
護
者
の
不
安
も

考
慮
し
、
校
庭
表
土
の
土
壌

測
定
検
査
を
準
備
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
国
・
県
の
方

針
を
ふ
ま
え
、
近
隣
の
市
町

と
も
密
接
に
連
携
を
図
り
、

児
童
生
徒
の
健
康
安
全
を
守

る
決
意
を
持
っ
て
、
適
切
な

対
応
に
全
力
を
傾
注
し
ま
す
。

議
員
▼
一
番
の
弱
者
で
あ
る

子
ど
も
達
の
た
め
に
、
市
独

自
で
早
急
に
学
校
や
保
育
施

設
の
除
染
作
業
を
行
な
い
、

こ
れ
以
上
の
被
ば
く
を
抑
え

て
保
護
者
の
不
安
を
払
拭
す

べ
き
で
あ
る
。

教
育
長
▼
も
っ
と
き
め
細
か

く
測
定
し
、
そ
の
結
果
で
表

土
の
削
り
取
り
や
草
刈
り
な

ど
具
体
的
に
や
っ
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
一
般
公
衆
の
放
射
線

量
限
度
は
年
間
１
ミ
リ
シ
ー

ベ
ル
ト
つ
ま
り
毎
時
0.19
μ
sv

議
員
▼
健
診
制
度
の
大
き
な

問
題
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
付

き
の
制
度
で
あ
る
。
国
民
健

康
保
険
税
が
値
上
げ
さ
れ
、

目
標
達
成
で
き
な
い
と
住
民

が
連
帯
責
任
を
負
わ
さ
れ
る

形
だ
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
、
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
目
標
が
達
成
で
き
な

い
場
合
、
後
期
高
齢
者
支
援

金
つ
い
て
、
プ
ラ
ス
・
マ
イ

ナ
ス
・
10
％
の
範
囲
内
で
、

政
令
の
定
め
る
方
法
に
よ
り
、

加
算
・
減
算
等
の
調
整
を
行

う
こ
と
は
、
全
国
一
律
に
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
目
標
値
を
設
定

し
、
運
営
状
況
の
異
な
る
保

険
者
同
士
を
競
わ
せ
る
も
の

で
、
と
て
も
納
得
で
き
る
も

以
下
の
環
境
に
改
善
す
べ
き

で
あ
る
。
特
に
空
中
放
射
線

量
が
高
い
学
校
で
除
染
作
業

を
行
な
い
、
そ
の
効
果
を
確

か
め
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
▼
子
ど
も
達
の
安
全

安
心
の
た
め
に
や
ら
ね
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
や
る
と
い

う
強
い
決
意
で
放
射
能
問
題

に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

議
員
▼
原
発
か
ら
60
キ
ロ
し

か
離
れ
て
い
な
い
の
で
、
詳

細
な
情
報
発
信
は
市
民
が
最

も
願
っ
て
い
る
。
放
射
能
を

正
し
く
怖
が
る
た
め
に
、
判

断
材
料
を
継
続
的
に
提
供
す

べ
き
で
あ
る
。
汚
染
対
策
や

風
評
被
害
対
策
、
今
後
の
放

射
線
測
定
範
囲
に
つ
い
て
も

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
き
め
細
か
な
測
定
を

実
施
し
速
や
か
に
公
表
す
る

こ
と
で
風
評
被
害
対
策
に
な

る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
高
性
能
測
定
器
を

新
た
に
購
入
し
、
そ
の
測
定

結
果
に
基
づ
い
て
様
々
な
対

策
を
講
じ
ま
す
。

議
員
▼
枝
野
の
ご
み
焼
却
施

設
に
は
セ
シ
ウ
ム
な
ど
の
放

射
性
物
質
の
飛
散（
再
拡
散
）

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

全
国
市
長
会
等
を
通
じ
、
国

に
対
し
て
当
該
部
分
の
撤
廃

要
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。

震
災
住
宅
改
修
事
業
補
助

金
交
付
制
度
（
仮
称
）
の

創
設
に
つ
い
て

議
員
▼
震
災
住
宅
改
修
事
業

補
助
金
交
付
制
度
（
仮
称
）

の
創
設
の
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
軽
度
の
被
災
に
対
す

る
救
済
が
こ
れ
ま
で
の
い
ろ

い
ろ
な
制
度
で
は
不
十
分

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の

で
、
こ
う
い
っ
た
点
に
十
分

配
慮
し
、
支
援
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
支

援
制
度
の
名
称
は
、「
角
田

市
住
宅
災
害
復
旧
事
業
補
助

金
」
で
す
。
対
象
と
な
る
建

物
は
、
自
己
の
居
住
用
に
し

て
い
る
住
宅
で
、
一
部
損
壊

以
上
の
被
災
を
受
け
、
そ
の

補
修
工
事
が
21
万
円
以
上
で

あ
る
場
合
、
10
万
円
を
限
度

に
工
事
費
の
10
％
を
補
助
す

る
と
い
う
こ
と
で
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
国
の
補
助

対
策
と
な
る
フ
ィ
ル
タ
ー
は

設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。
作

業
員
や
周
辺
住
民
へ
の
影
響

は
な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
す
で
に
専
用
フ
ィ
ル

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

作
業
環
境
に
応
じ
防
護
服
や

防
塵
マ
ス
ク
な
ど
を
着
衣
し

て
従
事
し
て
い
ま
す
。

　
周
辺
住
民
へ
の
影
響
が
高

ま
る
と
は
考
え
に
く
く
、
放

射
線
量
は
、
市
内
の
現
状
値

と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
測

定
結
果
で
す
。

議
員
▼
阿
武
隈
川
か
ら
取
水

の
枝
野
浄
水
場
に
お
い
て
放

射
性
物
質
の
セ
シ
ウ
ム
な
ど

を
取
り
除
く
方
法
は
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
除
去
は
、
ろ
過
の
過

程
で
出
来
る
と
い
う
話
も
聞

い
て
い
る
が
、
な
お
、
安
全

対
策
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

と
相
談
し
ま
す
。

【
齋
藤
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
耳
鼻
科
と
小
児
科
医
師
の

招
へ
い
に
つ
い
て

○
阿
武
隈
川
右
岸
堤
防
（
枝

野
前
原
地
区
）
の
本
格
復

旧
工
事
に
つ
い
て

制
度
で
あ
る
住
宅
の
応
急
修

理
制
度
を
利
用
さ
れ
た
方
や

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

な
ど
を
利
用
さ
れ
た
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

「
新
学
習
指
導
要
領
」
等

に
つ
い
て

議
員
▼
柳
田
邦
男
氏
は
、
小

学
校
段
階
か
ら
の
「
論
理
的

思
考
の
大
切
さ
」
を
主
張
し

て
い
る
が
、
教
育
長
の
認
識

を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
授
業
の
中
で
、
ま

ず
は
言
葉
を
大
切
に
し
、
言

語
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、
そ

し
て
、
論
理
的
な
思
考
が
で

き
る
よ
う
な
教
育
、
訓
練
を

し
て
い
く
こ
と
が
基
本
的
に

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

日
常
生
活
に
お
い
て
、
子
供

た
ち
を
取
り
巻
く
言
語
環
境

に
は
注
意
を
払
い
、
そ
し
て
、

よ
り
よ
い
言
語
環
境
を
子
供

た
ち
に
つ
く
っ
て
あ
げ
な
が

ら
、
そ
う
い
う
中
で
、
心
豊

か
に
、
し
か
も
論
理
性
の
あ

る
、
思
考
力
を
持
っ
た
子
供

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ル
を
冷
蔵
庫
の
扉
と

玄
関
の
内
側
に
貼
り
、

万
が
一
の
救
急
時
に

備
え
ま
す
。
持
病
や

服
薬
等
の
医
療
情
報

を
確
認
す
る
こ
と
で
、

適
切
で
迅
速
な
処
置

が
行
え
ま
す
。
本
市

に
お
い
て
も
実
施
す

べ
き
で
す
が
、
市
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
本
格
的
な
導

入
に
当
た
っ
て
は
、

民
生
委
員
児
童
委
員

や
消
防
署
等
に
御
協
力
を
お

願
い
す
る
必
要
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
平

成
24
年
度
か
ら
の
導
入
に
向

け
環
境
整
備
を
進
め
、
対
象

者
や
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て
検
討
し
ま
す
。

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴

う
放
射
線
対
策
に
つ
い
て

議
員
▼
早
急
に
市
内
の
全
保

育
所
・
児
童
館
・
幼
稚
園
・

小
中
学
校
・
高
校
に
放
射
線

測
定
器
を
配
備
し
、
校
庭
の

表
土
、
校
庭
の
空
気
、
プ
ー

ル
の
水
等
の
放
射
線
測
定
を

定
期
的
に
持
続
し
て
市
民
に

公
表
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

教
育
長
▼
放
射
線
測
定
器
の

配
置
に
つ
い
て
、
き
め
細
か

で
継
続
的
な
デ
ー
タ
の
収
集

と
集
積
が
必
要
で
あ
る
と
の

考
え
か
ら
、
中
学
校
ま
で
を

対
象
と
し
て
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
と
は
、
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
な
ど
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
に

か
か
り
つ
け
医
や
持
病
な
ど

の
医
療
情
報
や
服
薬
・
診
察

券
・
保
険
証
等
、
本
人
の
情

報
を
専
用
の
容
器
に
入
れ
た

も
の
で
す
。
保
管
場
所
が
わ

か
り
や
す
い
冷
蔵
庫
に
保
管

し
、
こ
の
キ
ッ
ト
が
入
っ
て

い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
シ
ー

し
か
し
、
現
在
使
用
中
の
測

定
器
の
数
で
は
ま
だ
不
十
分

な
た
め
、
早
急
に
数
を
そ
ろ

え
、
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
、
市
民
の

皆
様
に
公
表
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
水
道
水
・
田
畑
・
稲

や
野
菜
・
牛
乳
な
ど
の
農
畜

産
物
等
に
つ
い
て
、
放
射
線

測
定
を
定
期
的
に
実
施
し
て

市
民
に
公
表
す
べ
き
で
あ
り

ま
す
。

市
長
▼
大
気
中
の
放
射
線
量

の
み
な
ら
ず
、
水
道
水
や
農

畜
産
物
に
つ
い
て
も
放
射
能

測
定
を
定
期
的
に
行
い
、
市

民
に
公
表
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
馬
場
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
公
立
学
校
施
設
の
防
災
機

能
の
向
上
に
つ
い
て

○
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

子
ど
も
の
心
の
ケ
ア
体
制

の
強
化
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て

交流人口100万人都市を
目指した施設整備について

救急医療情報キットに
ついて

齋 
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一
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員
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一 般 質 問

野
球
場
の
夜
間
照
明
に
つ

い
て

議
員
▼
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
の
中
で
１
，
０
０
０
万
世

帯
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
と
い
う

国
の
事
業
が
あ
り
ま
す
の
で
、

角
田
市
の
野
球
場
に
は
ナ
イ

タ
ー
設
備
が
な
か
っ
た
こ
と

を
幸
い
に
、
モ
デ
ル
事
業
と

し
て
手
を
挙
げ
て
は
ど
う
か
。

市
長
▼
ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
ら
ど
う
か
と
い

う
提
案
だ
と
思
う
が
、
妙
案

だ
と
思
う
の
で
可
能
か
ど
う

か
検
討
し
ま
す
。

角
田
中
央
公
園
多
目
的
自

由
広
場
の
自
動
販
売
機
設

置
に
つ
い
て

議
員
▼
運
動
時
の
水
分
補
給

は
非
常
に
大
切
で
あ
り
、
飲

料
水
自
動
販
売
機
を
設
置
す

る
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。

市
長
▼
設
置
の
場
所
や
管
理

等
も
含
め
て
、
今
後
、
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

角
田
市
消
防
団
第
１
分
団
５

部
１
班
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

積
載
車
配
備
に
つ
い
て

議
員
▼
今
後
の
用
地
選
定
か

ら
積
載
車
配
備
ま
で
の
当
局

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
条
件
が
整
え
ば
用
地

選
定
か
ら
２
年
後
に
は
、
小

中
央
排
水
区
雨
水
調
整
池
を

利
用
し
た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

場
の
整
備
に
つ
い
て

議
員
▼
角
田
市
の
雨
水
調
整

池
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
張

れ
ば
最
高
の
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー

ト
場
が
で
き
ま
す
。
近
隣
に

は
な
い
最
高
の
施
設
に
な
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

市
長
▼
他
の
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を

配
備
で
き
る
予
定
で
す
。

角
田
市
町
尻
土
地
区
画
整
理

組
合
の
解
散
時
期
に
つ
い
て

議
員
▼
最
後
に
組
合
に
残
っ

た
残
金
を
す
べ
て
水
道
開
発

負
担
金
と
し
て
納
入
し
て
い

た
だ
き
、
そ
れ
で
も
残
っ
て

い
る
水
道
開
発
負
担
金
は
、

角
田
市
と
し
て
欠
損
金
扱
い

と
し
て
、
角
田
市
町
尻
土
地

区
画
整
理
組
合
を
円
満
に
解

決
す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
か
。

市
長
▼
私
も
本
田
議
員
と
全

く
同
感
で
す
。
最
終
的
な
清

算
段
階
で
残
預
金
が
出
れ
ば
、

水
道
会
計
と
一
般
会
計
に
対

し
、
清
算
行
為
を
行
う
こ
と

が
一
番
い
い
方
法
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

安
全
・
安
心
メ
ー
ル
の
利

用
拡
大
に
つ
い
て

議
員
▼
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
、

安
全
・
安
心
・
幸
せ
メ
ー
ル

と
い
う
よ
う
な
、
利
用
に
も

拡
大
で
き
る
仕
組
み
を
と
っ

て
お
く
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

市
長
▼
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

に
つ
い
て
も
、
使
え
る
よ
う

な
工
夫
を
し
て
い
こ
う
と
庁

内
で
検
討
し
て
お
り
、
早
く

実
現
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

ま
す
。

▲救急医療情報キット

▲総合健診説明のようす
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一 般 質 問12人の議員が市政を問う

東
京
電
力
と
交
渉
し
、
損
害

賠
償
の
請
求
を
行
う
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
現
在
、
角
田

市
に
お
い
て
農
産
物
に
関
し

て
の
風
評
被
害
は
な
い
と
農

協
か
ら
聞
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
放
射
能
測
定
結
果

に
よ
っ
て
は
、
基
準
値
を
超

え
た
場
合
に
出
荷
制
限
等
が

な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
作

物
だ
け
で
な
く
、
他
の
農
産

物
へ
の
影
響
が
出
る
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
事
態
に
備
え
て
今
の
う
ち

に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
対

応
策
の
検
討
は
大
変
重
要
だ

と
思
わ
れ
る
の
で
、
福
島
県

等
で
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
る
の
か
調
査
し
ま
す
。

議
員
▼
福
島
第
一
原
発
に

関
す
る
体
制
づ
く
り
と
し

て
、
市
で
は
環
境
放
射
線
対

策
班
の
設
置
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
だ
が
、
農
畜
産

物
関
係
の
情
報
の
収
集
、
各

農
家
へ
の
情
報
の
提
供
な
ど
、

様
々
な
業
務
が
あ
る
の
で
、

そ
の
業
務
に
従
事
す
る
専
従

職
員
の
配
置
、
さ
ら
に
班
体

制
で
は
な
く
対
策
室
の
設
置

に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
原
発
事
故
に
関
連
す

議
員
▼
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
対

策
の
自
立
案
が
必
要
だ
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。

市
長
▼
農
畜
産
物
の
損
害
賠

償
対
策
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
で
は
東
京
電
力
原
発

事
故
農
畜
産
物
損
害
賠
償
対

策
宮
城
県
協
議
会
を
設
立
し

て
、
農
家
か
ら
委
任
を
受
け

る
情
報
の
提
供
、
収
集
は
大

変
大
事
な
の
で
真
摯
に
受
け

と
め
対
応
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
現
段

階
で
は
、
班
編
成
で
や
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
班
長

は
、
防
災
安
全
課
長
が
事
務

局
長
を
務
め
、
班
員
は
、
関

連
す
る
11
の
課
で
編
成
し
、

総
指
揮
官
は
、
当
然
、
市
長

に
な
る
の
で
、
市
長
の
も
と

に
関
係
各
課
の
職
員
が
動
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
、
大

事
な
こ
と
は
、
多
方
面
か
ら

バ
ラ
バ
ラ
に
入
っ
て
く
る
情

報
の
整
理
で
す
。
こ
の
情
報

を
ど
う
整
理
し
、
そ
れ
に
対

す
る
対
策
を
講
じ
、
そ
の
結

果
を
市
民
の
方
々
に
ど
の
よ

う
に
発
信
し
て
い
く
の
か
が

課
題
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
的

な
対
応
が
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
ま
ず
は

対
策
班
を
設
置
し
、
こ
れ
以

上
、
こ
の
問
題
が
大
き
く
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

そ
の
時
に
ま
た
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

【
今
野
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
防
犯
協
会
の
隊
員
に
対
す

る
待
遇
に
つ
い
て

災
害
対
策
本
部
内
の

指
揮
命
令
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
後
の「
災
害
復
旧・復
興
及
び

防
災
対
策
」並
び
に「
角
田
市
震
災
復
旧・復
興
基
本

計
画
」を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
考
え
方
に
つ
い
て

福島第一原発事故について
東日本大震災について

福島第一原発事故に伴う放射能に
係る農畜産物の風評対策について

湯 

村 

　 

勇  

議
員

谷 
津 
睦 
夫  

議
員

相 澤 邦 戸  議員

今 野 林一郎  議員

議
員
▼
震
災
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に

よ
る
新
常
磐
線
構
想
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
今
後
の
常
磐
線
の
復

旧
に
向
け
て
、
東
北
運
輸
局

が
主
体
と
な
り
、
関
係
機
関

が
一
堂
に
会
し
、
情
報
交

換
、
調
整
等
を
行
う
目
的
で

会
議
が
開
催
さ
れ
た
よ
う
で

す
。
今
後
、
大
き
な
論
点
と

な
る
軌
道
ル
ー
ト
の
設
定
や

駅
舎
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、

鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
た
自

治
体
の
意
見
が
最
大
限
に
考

慮
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
本

市
の
将
来
を
見
据
え
た
地
域

開
発
、
地
域
振
興
に
結
び
つ

く
重
要
な
戦
略
に
な
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
今
後
、

隣
接
市
と
し
て
の
立
場
を
踏

ま
え
、
国
・
県
な
ど
の
関
係

機
関
に
本
市
の
意
向
を
伝
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
▼
災
害
廃
棄
物
の
基
本

方
針
に
よ
る
大
量
の
瓦
れ
き

処
理
を
見
据
え
た
、
新
た
な

４
市
９
町
広
域
ご
み
処
理
施

議
員
▼
東
日
本
大
震
災
発
生

直
後
、
市
長
の
指
揮
の
も
と
、

角
田
市
は
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
ま
し
た
が
、
災
害
対

策
本
部
長
、
副
本
部
長
及
び

消
防
団
長
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指

揮
命
令
権
限
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

市
長
▼
今
回
の
震
災
に
際
し

て
は
、
発
災
後
、
直
ち
に
災

害
対
策
本
部
長
で
あ
る
市

長
が
各
本
部
員
を
招
集
し

て
、
災
害
対
策
本
部
を
設
置

す
る
と
と
も
に
本
部
員
会
議

を
開
催
し
、
市
民
の
安
否
情

報
等
の
確
認
を
最
優
先
に
被

災
状
況
の
情
報
収
集
を
早
急

に
実
施
す
る
よ
う
、
各
本
部

員
に
命
令
を
発
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
部
長
か
ら
は
、
消

防
長
で
あ
る
消
防
団
長
に
対

し
、
非
常
配
備
体
制
を
し
き
、

団
員
の
確
保
を
前
提
に
、
災

害
情
報
の
収
集
伝
達
を
は
じ

め
初
期
消
火
、
被
災
者
の
救

出
、
救
護
、
避
難
誘
導
な
ど

の
消
防
活
動
を
早
急
に
対
処

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
指
示

し
ま
し
た
。
本
部
長
の
指
示

を
受
け
た
消
防
団
長
は
、
副

団
長
及
び
各
分
団
長
に
対
し
、

設
構
想
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
宮
城
県
の
考
え
方

は
、
災
害
廃
棄
物
を
分
別
し

た
上
で
、
大
規
模
な
２
次
仮

置
き
場
を
県
内
の
沿
岸
部
に

５
カ
所
設
置
し
、
再
利
用
で

き
る
よ
う
中
間
処
理
し
な
が

ら
、
焼
却
と
埋
め
立
て
処
分

す
る
量
を
極
力
減
ら
す
取
り

組
み
を
行
う
も
の
で
す
。
こ

の
大
規
模
な
仮
置
き
場
の
使

命
は
、
あ
く
ま
で
も
津
波
や

地
震
被
害
で
発
生
し
た
大
量

の
瓦
れ
き
を
緊
急
に
短
期
間

の
う
ち
に
処
理
完
了
さ
せ
る

こ
と
で
、
処
理
が
完
了
す
れ

ば
焼
却
炉
も
撤
去
さ
れ
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
宮
城
県
と

し
て
は
、
国
の
災
害
等
廃
棄

物
処
理
事
業
の
補
助
を
受
け

て
２
次
仮
置
き
場
の
処
理
施

設
を
リ
ー
ス
に
よ
り
整
備
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
恒
久

的
に
使
用
す
る
一
般
廃
棄
物

処
理
施
設
は
、
国
の
補
助
対

象
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
仙
南
地
域
も
含
め
て
広

域
的
な
ご
み
処
理
施
設
を
つ

く
っ
て
い
く
と
い
う
構
想
は

電
話
等
の
通
信
網
が
不
通
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
り
各
分
団

の
班
員
ま
で
情
報
を
伝
達
す

る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

議
員
▼
今
回
、
消
防
団
員
ま

で
の
連
絡
が
全
然
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
途
方
に
暮
れ
て
い

た
団
員
が
お
り
ま
し
た
。
今

後
の
消
防
団
と
の
連
携
、
役

割
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
団
長
さ
ん
は
じ
め
副

団
長
さ
ん
、
分
団
長
さ
ん

等
々
、
毎
日
本
部
に
お
い
で

に
な
っ
て
い
る
姿
を

拝
見
し
、
団
長
さ
ん

等
と
の
打
ち
合
わ
せ

も
実
施
し
ま
し
た
。

た
だ
、
御
承
知
の
よ

う
に
、
停
電
、
電
話

の
不
通
、
ガ
ソ
リ
ン

不
足
、
そ
う
い
っ
た

状
況
が
続
く
中
で
、

果
た
し
て
十
分
な
情

報
の
伝
達
等
が
で
き

た
の
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
防
災
無

線
が
あ
っ
た
も
の
の
、

な
か
な
か
十
分
に
伝

わ
っ
て
い
な
か
っ
た

な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
す

が
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
集

め
て
可
能
性
を
探
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
谷
津
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
復
旧
対
策
と
併
せ
「
あ
ぶ

く
ま
川
河
川
空
間
構
想
」

の
考
え
方
及
び
取
組
み
に

つ
い
て

○
「
第
５
次
長
期
総
合
計

画
」
に
お
い
て
、
リ
ス
ク

分
散
の
考
え
方
に
基
づ
き

小
田
・
枝
野
の
浄
水
施
設

存
続
へ
の
施
策
変
更
及
び

「
丸
森
町
水
道
事
業
」
と

の
連
携
策
に
つ
い
て

○
将
来
を
見
据
え
た
「
角
田

市
防
災
対
策
と
体
制
整

備
」
に
つ
い
て

○
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ

る
角
田
市
の
現
状
と
今
後

の
市
民
被
ば
く
防
止
対
策

等
（
リ
ス
ク
軽
減
策
）
に

つ
い
て

○
災
害
復
旧
・
復
興
に
要
す

る
多
額
の
財
源
確
保
策
に

つ
い
て

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
、

こ
う
い
う
非
常
時
に
あ
っ
て

の
情
報
伝
達
の
手
段
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
備
品
等

も
十
分
に
備
え
て
対
応
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
消

防
団
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て

も
、
徹
底
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

【
湯
村
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
農
業
政
策
に
つ
い
て

○
企
業
誘
致
に
つ
い
て

倍
程
あ
る
。
許
容
範
囲
が
他

国
と
比
べ
て
高
い
の
で
子
ど

も
へ
の
影
響
が
大
変
心
配
で

す
。
保
育
、
教
育
の
現
場
で

ど
の
様
な
配
慮
を
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
庁
内
に
環
境
放
射
線

対
策
班
を
つ
く
り
、
き
め
細

か
な
測
定
と
国
が
定
め
る
基

準
に
よ
り
、
除
染
を
考
え
て

い
ま
す
。
保
育
所
で
は
、
戸

外
遊
び
の
時
間
制
限
、
帽
子

着
用
、
手
洗
い
、
う
が
い
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

教
育
長
▼
学
校
で
は
、
家
庭

と
の
連
携
を
密
に
し
、
保
護

者
の
皆
様
の
不
安
解
消
の
観

点
か
ら
、
屋
外
プ
ー
ル
を
使

用
せ
ず
全
て
屋
内
温
水
プ
ー

ル
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

議
員
▼
角
田
市
教
育
委
員
会

と
し
て
の
取
り
組
み
を
願
い

た
い
。
放
射
線
物
質
が
濃
縮

蓄
積
さ
れ
て
い
る
場
所
へ
近

付
か
な
い
等
注
意
を
促
し
子

供
を
守
っ
て
ほ
し
い
。
内
部

被
曝
に
つ
い
て
は
給
食
の
食

材
も
考
え
て
ほ
し
い
が
い
か

が
か
。

教
育
長
▼
食
材
に
つ
い
て
は
、

そ
の
都
度
、
産
地
確
認
も
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
実
効
線

量
係
数
を
活
用
し
な
が
ら
線

量
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
▼
農
作
物
は
出
荷
の
時

期
に
な
り
ま
し
た
ら
、
専
門

機
関
に
依
頼
し
測
定
し
た
い

議
員
▼
角
田
市
内
の
現
在
の

放
射
線
量
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

市
長
▼
現
在
程
度
の
線
量
で

は
、
避
難
、
大
が
か
り
な
除

染
は
必
要
な
い
と
考
え
る
が
、

で
き
る
限
り
防
御
し
て
い
く

必
要
は
あ
る
の
で
、
そ
の
対

応
に
万
全
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議
員
▼
現
在
、
角
田
の
放
射

線
量
は
平
常
の
10
倍
か
ら
15

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
▼
市
の
生
産
物
へ
の
風

評
被
害
が
生
じ
た
場
合
、
農

畜
産
業
を
守
る
た
め
、
損
害

賠
償
を
求
め
て
い
く
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

福
島
に
近
い
県
南
と
し
て
地

域
を
特
定
し
て
賠
償
し
て
も

ら
え
な
い
か
。

市
長
▼
風
評
被
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
関
係
機
関
等
と

協
議
し
て
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
に
際
し
角
田

市
が
受
け
た
善
意
に
つ
い
て

議
員
▼
寄
附
金(

市
の
復
旧

費)

と
し
、
義
援
金(

被
災

者
に
直
接
支
払
わ
れ
る)

と

し
て
は
受
け
な
か
っ
た
事
の

理
由
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
寄
附
金
は
２
１
０
０

万
円
程
、
災
害
見
舞
金
は

３
４
０
万
円
程
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
義
援
金
と
し
て
は
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
受
け
付

け
し
ま
し
た
。

議
員
▼
家
屋
の
修
復
、
瓦
れ

き
処
分
、
店
舗
土
蔵
の
改
修

等
、
個
人
負
担
も
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
各
被
災
証
明

書
は
な
く
て
も
、
何
ら
か
の

形
で
支
援
し
て
い
た
だ
く
と

励
み
に
も
な
る
が
い
か
が
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
災
害
見
舞
金
と
し
て

計
５
３
０
万
円
を
追
加
提
案

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▲水防訓練のようす
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一 般 質 問12人の議員が市政を問う

福
島
第
一
原
発
事
故
の

対
応
に
つ
い
て

赤
生
た
め
池
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て

福島第一原発事故による
放射能汚染への対応について

学校給食センターに
ついて

日 

下 

七 

郎  

議
員

小 
島 
　 
正  

議
員

渡 邊 　 誠  議員

佐 藤 正 友  議員

議
員
▼
⑴
第
３
５
６
回
定
例

会
行
政
報
告
①
「
放
射
線
測

定
の
取
り
組
み
」
に
つ
い

て
、「
本
市
に
お
き
ま
し
て

も
、
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
や
不
安
の
声
が
お
お
き
く

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。」
の
「
市
民
の
声
」

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
主
な
内
容
を
ご
紹
介

し
ま
す
と
、
学
校
、
児
童
館

な
ど
で
の
外
遊
び
、
特
に
砂

遊
び
の
禁
止
、
制
限
を
し

て
ほ
し
い
。
屋
外
活
動
自

粛
、
プ
ー
ル
自
粛
に
つ
い
て

は
、
福
島
県
と
同
程
度
の
対

応
を
し
て
ほ
し
い
。
校
庭
の

表
土
を
削
り
取
っ
て
ほ
し
い
。

放
射
能
を
継
続
的
に
測
定
し
、

子
ど
も
た
ち
が
危
険
な
場
所

に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
指
導

し
て
ほ
し
い
。
な
ど
29
件
ほ

ど
に
及
ん
で
い
ま
す
。
角
田

市
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
市

民
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け

て
最
善
を
つ
く
し
て
対
応
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

議
員
▼
角
田
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
（
第
13
号
）
空
間
放
射

線
量
測
定
結
果
に
よ
る
と
、

市
長
答
弁
の
児
童
館
、
小
学

議
員
▼
東
日
本
大
震
災
の
被

害
が
あ
り
、
こ
れ
ほ
ど
赤
生

た
め
池
の
必
要
性
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
存
在

価
値
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て

痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
赤
生
た
め
池
の
機

能
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

市
長
▼
水
道
の
水
源
と
し
て

の
機
能
に
関
し
て
は
、
今
回

の
震
災
で
も
、
小
田
浄
水
場

が
機
能
し
飲
料
水
を
確
保
で

き
、
い
か
に
自
己
水
源
と
浄

水
場
の
役
割
が
重
要
で
あ
っ

た
か
と
い
う
こ
と
を
認
識
し

て
い
ま
す
。

　
水
道
事
業
の
視
点
か
ら
は
、

合
理
的
に
考
え
て
い
く
必
要

も
あ
り
、
効
率
性
も
大
事
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

リ
ス
ク
と
い
う
も
の
は
分
散

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
の
が
今
回
の
震
災

の
大
き
な
教
訓
で
す
。
安

全
・
安
心
に
つ
い
て
は
、
多

少
お
金
を
か
け
て
も
、
確
保

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
と

も
、
小
田
浄
水
場
に
つ
い
て

校
、
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
芝
生

と
か
、
例
え
ば
中
島
保
育
所

が
0.55
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト

を
年
間
の
被
ば
く
線
量
に
換

算
す
る
と
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル

ト
で
、
５
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

は
「
被
ば
く
線
量
と
人
体
へ

の
影
響
」
で
は
妊
娠
可
能
な

女
性
の
１
年
間
に
お
け
る
職

業
被
ば
く
の
線
量
限
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「
市
民
の
声
」
は
、
こ
の
よ

う
な
心
配
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
ど
う
で
す
か
。

市
長
▼
最
善
の
努
力
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
特
に
児
童

福
祉
施
設
、
学
校
施
設
に
お

け
る
子
ど
も
の
被
ば
く
を

大
変
心
配
し
て
い
ま
す
の

で
、
除
染
と
い
う
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
除
染
の
こ
と
に

つ
い
て
も
国
の
基
準
、
福
島

基
準
と
い
う
も
の
を
設
け
て

お
り
、
簡
単
に
こ
れ
を
行
う

こ
と
も
ど
う
な
の
か
と
い
う

こ
と
で
、
少
し
迷
い
が
あ
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
こ
の
数

値
が
下
が
る
よ
う
な
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

は
、
取
水
量
的
に
は
影
響
が

な
い
の
で
、
可
能
な
限
り
使

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
赤
生
た
め
池
に

は
た
く
さ
ん
の
土
砂
が
堆
積

し
て
お
り
、
洪
水
調
整
機
能

の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
状
況

で
す
の
で
、
と
り
あ
え
ず
市

で
立
木
を
刈
り
払
い
、
そ
の

後
、
土
砂
に
つ
い
て
は
河
川

管
理
者
の
県
と
ど
こ
ま
で
対

応
す
る
か
お
互
い
役
割
分
担

し
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、

内
容
を
詰
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

小
田
小
学
校
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て

議
員
▼
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
が
大
き

な
被
害
を
受
け
、
一
部
機
能

が
麻
痺
し
て
い
る
中
で
、
今

ま
で
市
民
セ
ン
タ
ー
が
担
っ

て
き
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

施
設
と
し
て
の
機
能
や
生
涯

学
習
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

を
、
小
田
小
学
校
跡
地
に
お

い
て
機
能
分
担
さ
せ
る
考
え

議
員
▼
国
の
基
準
を
示
さ
れ

な
く
て
も
野
外
水
泳
の
授
業

を
中
止
し
、
屋
内
水
泳
に
し
、

積
極
的
な
政
策
を
出
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
市
民
の
声
を

聴
い
て
対
応
を
行
う
こ
と
を

発
信
す
る
の
が
、
市
長
の
住

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
役

割
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す

が
ど
う
で
す
か
。

市
長
▼
そ
の
通
り
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
日
下
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
固
定
資
産
税
の
賦
課
及
び

徴
収
に
つ
い
て

○
新
た
な
角
田
市
保
育
所
徴

収
金
基
準
額
表
並
び
に
保

育
料
の
減
免
基
準
（
厚
生

労
働
省
通
知
）
に
つ
い
て

○
第
３
５
２
回
定
例
会
の
一

般
質
問
に
お
け
る
旧
石
川

重
機
（
株
）
跡
地
の
占
用

許
可
に
係
る
答
弁
に
つ
い

て
○
角
田
市
職
員
互
助
会
義
務

貯
金
貸
付
会
計
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て

○
角
田
市
町
尻
土
地
区
画
整

理
組
合
か
ら
の
開
発
負
担

金
の
徴
収
に
つ
い
て

は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
旧
小
田
小
学
校
の
跡

地
の
利
用
に
つ
い
て
、
旧
校

舎
に
つ
い
て
は
教
育
分
野
で

の
利
活
用
を
検
討
委
員
会
に

提
案
し
て
い
ま
す
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し
、

旧
校
舎
の
跡
地
利
用
の
内
容

が
決
定
す
る
ま
で
の
間
に
つ

い
て
は
、
旧
健
康
セ
ン
タ
ー

に
一
時
的
に
保
管
し
て
い
る

郷
土
資
料
館
の
資
料
の
仮
倉

庫
と
い
う
形
で
使
用
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
改
修
期
間
の
貸
館
の

代
替
施
設
と
し
て
使
用
す
る

こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
改
修

計
画
の
内
容
が
ま
だ
決
ま
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
市
民
セ

ン
タ
ー
の
改
修
計
画
が
ま
と

ま
り
次
第
、
地
元
の
方
々
と

御
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
小
島
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
水
田
の
用
悪
水
路
の
改
修

に
つ
い
て

○
道
路
改
良
等
に
つ
い
て

て
空
中
放
射
線
の
測
定
の
結

果
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
し
、

水
道
水
、
農
産
物
、
農
作
物
、

土
壌
な
ど
検
査
測
定
を
随
時

や
っ
て
お
り
ま
し
て
、
安
全
・

安
心
の
確
認
、
確
保
に
努
め
て

お
り
ま
す
。
学
校
プ
ー
ル
の
使

用
自
粛
、
そ
れ
以
外
に
も
、
何

ら
か
の
除
染
が
必
要
で
、
親
の

方
々
の
不
安
を
少
し
で
も
払

拭
で
き
る
よ
う
な
対
応
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
６
月
４
日
に
「
放
射
線

と
健
康
」
と
題
す
る
講
演
を
開

催
し
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
、
き

め
細
か
に
放
射
線
の
問
題
に

つ
い
て
、
学
習
の
機
会
を
設
け

た
り
、
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

な
ど
の
市
民
に
安
心
を
与
え

る
対
策
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

市
長
▼
放
射
線
の
問
題
は
、
健

康
に
ど
う
影
響
を
与
え
て
い

く
か
、
子
ど
も
を
中
心
と
し

た
放
射
線
に
関
す
る
相
談
会

を
開
催
し
、
よ
り
身
近
で
色
々

な
相
談
が
で
き
る
機
会
を
作

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
庁
内
に
環
境
放
射
線
対
策

班
を
設
置
し
て
、
情
報
を
共
有

し
な
が
ら
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員
▼
感
受
性
が
強
い
と
さ

れ
る
子
供
た
ち
へ
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
す
が
、
各
施
設
で

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
ほ
か
、
野

外
プ
ー
ル
の
使
用
自
粛
、
給
食

材
の
見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

議
員
▼
本
件
に
対
す
る
宮
城

県
の
対
応
、
い
さ
さ
か
後
手
に

回
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
、

事
故
地
点
と
の
距
離
を
考
慮

し
た
場
合
、
福
島
県
並
み
の
対

策
を
求
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
長
の
認

識
を
伺
い
ま
す
。

市
長
▼
放
射
能
汚
染
の
対
応

に
つ
い
て
、
福
島
県
と
近
い
と

こ
ろ
に
当
市
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
福
島
基
準
に
基
づ
い

な
対
策
を
講
じ
る
自
治
体
が

増
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
角
田

市
の
対
応
に
つ
い
て
、
教
育
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
子
供
た
ち
へ
の
影

響
が
大
変
心
配
さ
れ
る
と
い

う
認
識
、
考
え
方
は
私
も
同
感

で
す
。
ま
ず
、
現
場
の
先
生

方
に
は
デ
ー
タ
を
基
に
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
説
明
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
学
校
の
校
庭
な
ど
、
も
っ

と
測
定
地
点
を
増
や
し
、
デ
ー

タ
を
収
集
、
集
積
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
４
月
末
に
県

か
ら
放
射
線
測
定
器
１
台
の

配
付
を
受
け
、
さ
ら
に
、
今
般

の
議
会
で
は
測
定
機
を
増
や

す
措
置
を
講
じ
て
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
す
。
内
部
被
爆
に

つ
い
て
は
、
よ
り
解
り
や
す
く

説
明
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
大
き
な
課
題
の
一
つ
で

す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
、
国
や

県
の
方
針
を
踏
ま
え
な
が
ら

も
、
具
体
的
な
対
応
を
考
え
て

い
く
余
地
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
土
壌
計
測
、

除
染
措
置
、
放
射
線
物
質
へ
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
で
す
。
給
食
に
つ
い
て
は
、

食
材
全
般
に
つ
い
て
、
更
に
精

度
の
高
い
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
渡
邊
議
員
そ
の
他
の
質
問
】

○
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
事
業
に
つ
い
て

で
７
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

議
員
▼
現
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
は
、
衛
生
面
に
お
い
て

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

に
構
造
的
に
合
致
し
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
急
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う

が
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
平
成
23
年
度
中
に

基
本
計
画
を
策
定
し
平
成
24

年
度
に
は
、
基
本
設
計
及
び

実
施
設
計
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
平
成
25
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
の
１
学
期
ま
で

に
は
施
設
の
整
備
を
終
え
、

で
き
れ
ば
同
年
度
の
夏
休
み

明
け
の
２
学
期
か
ら
供
用
を

開
始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員
▼
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
や
食

環
境
問
題
は
多
様
で
あ
る
が
、

特
徴
的
な
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

教
育
長
▼
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
の
方

法
と
し
て
は
、
同
じ
メ

ニ
ュ
ー
で
も
個
人
の
ア

レ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
食

材
を
除
去
し
て
調
理
す

る
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
源

を
除
い
た
別
献
立
に
よ

る
代
替
食
を
提
供
す
る

か
、
二
通
り
が
あ
り
ま

す
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
児
童
・
生
徒
も

議
員
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

改
築
に
伴
う
全
体
構
想
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
新
た
な
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
た
め

の
基
本
計
画
は
、
機
能
的
、

衛
生
的
で
、
か
つ
環
境
に
配

慮
し
た
施
設
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
建
物
の
延
べ

面
積
は
約
４
５
０
坪
で
、
事

業
費
は
用
地
取
得
費
を
除
き

本
体
建
築
費
及
び
付
帯
設
備

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
ち
ら
の
考
え
を
採
用
す
る

か
、
基
本
計
画
を
策
定
す
る

段
階
に
お
い
て
検
討
し
ま
す
。

議
員
▼
建
設
場
所
に
つ
い
て

の
選
考
状
況
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長
▼
市
が
保
有
し
て
い

る
土
地
が
何
ヵ
所
か
あ
る
の

で
、
こ
れ
ら
の
土
地
を
有
効

活
用
し
て
整
備
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
い
ま
す
。
給
食
を

よ
り
温
か
い
状
態
で
お
い
し

く
食
べ
て
い
た
だ
く
に
は
、

で
き
る
だ
け
短
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に

つ
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て

○
水
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の
市
内
全
域
給

水
計
画
に
つ
い
て

▲老朽化した学校給食センター
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　議会議員、議会のあるべき姿というのは、議員の皆さん
も自覚しておられることであり、議員として、どうしてい
くかということは、昨年まで、議会基本条例の制定前にも、
議会改革検討委員会で論議されました。
　本年４月に５回にわたり開催した議会改革検討会議で
は、検討の結果、定数問題については「削減すべし」と「現
状維持」の両論がきっ抗し、同検討会議としての一本化の
結論には至らず、両論併記の議長報告となっておりました。
　しかし、その後の情勢の変化により、今回の提案になっ
たのでしょうけれども、同検討会議の中では、「定数を削
減すれば、常任委員会の審議機能が低下する」のを懸念す
る声が非常に多かったことから、今までどおりの常任委員
会の体制の中で議会運営をしていくべきであり、議員定数
は19名の現状維持であるべきと考えます。
　市民の方々から、働きもしないで報酬ばかり受けとって
いるという批判に応えた形が、「１名削減」ということです。
明日の新聞には、「議員が１名少なくなることにより、年
間の議員報酬と期末手当あわせて541万8,160円を削減」
と報道されることでしょう。
　このことについては、４回目の検討会議の中で、対案と
して、日本共産党議員団の代表　日下七郎名で、「定数の
変更せず、議員報酬を５％削減する」という内容で、検討
会議のメンバーに資料配付のうえ説明し、検討会議を傍聴
した方々にも日本共産党の立場を明確にして意思を表明し
ました。この反対討論の場でも、同じく私たちの意思を示
したいと思います。
　また、反対する理由のもう１点は、期末手当の問題です。
期末手当は議員報酬月額に15%を割り増しし、支給率を
年間2.95月分として算出することになっています。これ
は、市民から見れば隠れたお手盛りなのです。だから、こ
の割増加算率15％を廃止すべきです。加算率廃止と報酬
額５％削減を合わせると、年間855万6,000円の議会費が
削減できるのです。「定数１名削減策」との差額が313万
7,840円で、議員定数削減でなく、議員報酬５％削減と加
算率を廃止することが民意を汲むものでありまして、「議
員１名が少なくなる」ことは、民意の施策への反映が低下
していくのであります。
　このようなことから、今回は「定数削減」ではなく、「議
員報酬・期末手当の削減」こそが、市民の負託に応えられ
るものであるのではないかということで反対討論するもの
であります。

　私は、「角田市議会議員の定数に関する条例の一部改正」
について、政友会、細川健也議員、馬場道晴議員、そして、
クラブみんしんを代表して、賛成の立場で討論をさせてい
ただきます。
　私たち議員は、市民の皆さんの負託に応えるべく活動に
取り組んでおります。議員の役割を考えたとき、個々の議
員としての活動はそれぞれにしてきたつもりではあります
が、市民の皆さんが期待する活動がなかなかできなかった
部分があったのではないかという反省はいたしておりま
す。これを何とか挽回していかなければならないという思
いから、２年ほど前から、議会基本条例の起草にとりかか
り、議員の役割をもう一度深く掘り下げて検討し、よりよ
い議会をつくり上げるよう取り組んでまいりました。
　その作業を通して、議会報告会を開き、市民の皆さんの
声を数多く聞いてまいりました。さまざまな意見の中に、
議員定数削減の声も多くあり、また、アンケート結果は削
減の意見の方が多数を占めました。一方では、議員の真の
役割を踏まえた活動をさらに活発にすべきとの意見も多数
ありました。市民の皆さんの意見、提言をよく聞き、そし
て、それを議会に反映させ、また、わかりやすい議会を目
指し、市民とともに、まちづくりに取り組んでいくべきと
いうことを身をもって理解することができました。
　しかし、わが市におきましても、未曾有の大震災、そして、
福島第一原発事故による放射能汚染問題等々、今後、復興・
復旧には、複数年あるいは十数年かかるものと思われます。
その対応費用も莫大であると思いますし、また、私たち角
田市の財政も非常に厳しい状況であります。そんな状況を
かんがみまして、議員定数削減に賛成するものであります。
　議員の削減数につきましては、今までも改革を積み重ね
てまいりました。
今後の議員活動として、
○市民の声をできる限りの方法で、できる限り多くを聞
き、それを議会に反映させる。
○そして、議員の役割を深く重くとらえ、より活発な議
員活動を展開させる
○細部にわたり深く審議し、政策チェックあるいは議員
提案等を展開させる
○常任委員会をさらに活発化させる。
○このたびの大震災に対しまして、議員としての活動す
べきこと、働くべきことがますます増大してくる状況
にあります。

　このようなことをかんがみまして、議員定数は19人か
ら18人とし、１人削減をすることとする先ほどの提案に
賛成するものであります。議員各位におかれましては、是
非、賛同していただきますよう、よろしくお願いを申し上
げまして、賛成討論といたします。

第356回定例会で討論された、「角田市議会議員定数削減条例」についての要旨を掲載します。

日 下 七 郎　議員

反対
相 澤 邦 戸　議員

賛成

職　名 氏　　名 会　　派　　名
会　長 相　澤　邦　戸 クラブみんしん
副会長 渡　邊　　　誠 政友会
委　員 馬　場　道　晴 無会派
〃 高　橋　力　雄 クラブみんしん
〃 佐　藤　正　友 政友会
〃 本　田　敏　昭 市民クラブ
〃 小　島　　　正 市民クラブ
〃 日　下　七　郎 日本共産党議員団
〃 柄　目　孝　治 クラブみんしん

　角田市議会では、本年３月に議会基本条例を制定し、
市民の皆様の意見をお伺いし、議会内の議論や政策形
成につなげ、施策として市民にフィールドバックする
仕組みづくりの構築を目指し、様々な取り組みを行っ
ています。
　最近の議会改革に向けた取り組み、活動状況につい
て報告いたします。

　市議会では、議会改革を推進し、市民に開かれた議
会とするための検討を行うことを目的に、「議会改革
検討会議」を設置しました。
　この会議は、本年３月に制定した角田市議会基本条
例に位置づけられた会議です。会議の構成員は、主に
２人以上の会派から１名ずつ選出し、計９名で構成し
ています。（表２参照）
　望ましい議会のあり方について市民とその理想像を
共有できるよう検討してまいります。

⑴　議員定数 ・ 議員報酬について
　議員定数や議員報酬のあり方（増減又は現状維持）
について、５回にわたって検討しました。検討結果
は次のとおりです。
○議員定数は、各会派・委員の意見の集約化を図っ
たが、「削減すべし」と「現状維持」の両論がきっ
抗し、検討会議として一本化の結論には至らな
かった。
○議員報酬は「現状維持」が多数を占めたが結論は
出なかった。

⑵　震災を踏まえた選挙運動のあり方について
　今回の震災の影響で、各県・市町村の地方議会議
員が選挙運動を自粛したり、制限するといった取組
みをしていることについて報道されています。角田
市議会におきましても、議会改革検討会議を開催し
4回にわたって「震災を踏まえた選挙運動のあり方」
を検討しました。

⑴　平成23年４月１日（第 1 回会議）
○議員定数や議員報酬について会派に持ち帰り検討
することを要請　

⑵　４月８日（第２回会議）
○会派持ち帰り検討結果の報告と意見集約

⑶　４月15日（第３回会議）
○会派持ち帰り再度検討結果の報告と意見集約

⑷　４月22日（第４回会議）
○会派内合意形成に向けて検討結果報告と意見集約

⑸　４月28日（第５回会議）
○議長への報告（案）についての協議

⑹　６月14日（第６回会議）
○「震災を踏まえた市議会議員選挙のあり方」
　議会運営委員会からの検討要請について受入の協議。

⑺　６月20日（第７回会議）
○議員間自由討議の開催検討

⑻　６月24日（第８回会議）
○選挙運動のあり方について検討

⑼　７月１日（第９回会議）
○意見集約

　議会改革検討会議で議員定数削減の検討を重ねましたが、議
会としての意見集約ができませんでした。
　しかし、「改革とは常に考えるべきことであり、素早く実行
することが大切である」と考える有志議員が、今月定例会に議
員発議により、議員定数削減条例議案が提出され、賛成多数に
より可決しました。これにより、定数は現行の19人から18人に
なりました。９月執行の市議会議員一般選挙から適用されます。
　この定数１人減は、多くの議員の賛同を得た数であり、３月
に制定した議会基本条例の理念の下、新たな議会づくりに向け
たスタートラインに立ち、踏み出していくという決意のもとに
提案されたものです。

　７月13日（水）〜15日（金）にわた
り 9 地区12会場で「第５回議会報告
会」を開催しました。
　市政全般について市民の皆様から
様々な意見をいただき、実りある意
見交換になりました。議会報告会は、
議会改革の重要な位置づけにあるも
のです。今後も、市民の皆様の意見
を議会の政策づくりに生かしてまい
ります。
　報告会の詳細については、次号の
議会だよりでお知らせします。

表２　　議会改革検討会議名簿

議会報告会について

議会改革検討会議の設置

検討事項

検討の経過

〜議会基本条例の具現化を目指して〜
角田市議会の議会改革の取組み 議案に対する討論の要旨議案に対する討論の要旨

議員定数削減  19人から18人へ

角田市議会の議会改革の取組み
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォントを
採用しています。

環境に優しい植物油インキを
使用しております。
登録番号1448

印
刷
／
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

２
日　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

６
日　
第
３
５
６
回
定
例
会
本
会

議
（
第
１
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

７
日　
議
会
運
営
委
員
会

８
日　
県
関
係
国
会
議
員
と
の
懇

談
会
（
東
京
都
）

14
日　
本
会
議
（
第
２
日
）

　
　
　
会
派
代
表
者
会
議

　
　
　
議
会
改
革
検
討
会
議

15
日　
全
国
市
議
会
議
長
会
第
87

回
定
期
総
会
（
東
京
都
日

比
谷
公
会
堂
）

16
日　
総
務
財
政
常
任
委
員
会

17
日　
議
会
運
営
委
員
会

20
日　
本
会
議
（
第
３
日
）

　
　
　
議
員
協
議
会

　
　
　
議
会
改
革
検
討
会
議

21
日　
本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

24
日　
議
会
改
革
検
討
会
議

27
日　
東
日
本
大
震
災
に
係
る

　
　
　
県
・
市
町
村
議
会
要
請
活

動
（
東
京
都
衆
議
院
第
２

議
員
会
館
）

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
議
会
報
告
会
班
会
議

１
日　
議
会
改
革
検
討
会
議

７
日　
平
成
23
年
東
北
地
方
太
平

　
　
　
洋
沖
地
震
被
害
対
策
調
査

　
　
　
特
別
委
員
会

11
日　
議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

▼　
梅
雨
も
明
け
、
い
よ
い
よ

夏
本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
今
夏

も
暑
さ
が
厳
し
い
よ
う
で
す
。

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
に

お
い
て
、
福
島
第
一
原
発
事
故

が
も
た
ら
し
た
電
力
不
足
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ

と
り
が
節
電
に
協
力
し
、
電
力

不
足
に
対
応
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。
大
震
災
を
き
っ

か
け
に
、
再
認
識
し
た
日
本
人

の
絆
、
思
い
や
り
や
叡
智
を

持
っ
て
こ
の
国
難
を
乗
り
越
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、

３
月
定
例
会
で
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
、
６
月
定
例
会
で
議

員
定
数
を
１
人
減
と
す
る
改
正

条
例
を
議
員
提
案
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
市
民
の
皆
様
か
ら
の

御
意
見
を
頂
き
な
が
ら
積
極
的

に
政
策
立
案
・
提
言
を
進
め
、

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

祈
念
し
、
震
災
か
ら
の
一
日
も

早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う　
角
田
！

議
会
だ
よ
り
編
集
会
議

７月２８日（木）　　招集告示
　　　　　　　　　会派代表者会議
８月　１日（月）　　議員協議会
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　　４日（木）　　本会議（提案理由の説明）
　　　　　　　　　会派代表者会議
　　　　　　　　　正副常任委員長会議
　　　５日（金）　　議会運営委員会
　　　９日（火）　　常任委員会（請願審査）
　　１０日（水）　　本会議（質疑・自由討議）
　　　　　　　　　決算審査特別委員会
　　１１日（木）　　決算審査特別委員会
　　１２日（金）　　決算審査特別委員会
　　　　　　　　　会派代表者会議
　　１７日（水）　　決算審査特別委員会分科会
　　１８日（木）　　決算審査特別委員会分科会
　　１９日（金）　　常任委員会（議案審査）
　　２２日（月）　　本会議（一般質問）
　　２３日（火）　　本会議（一般質問）
　　　　　　　　　決算審査特別委員会
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　２４日（水）　　本会議（討論・表決）
　　　　　　　　　議会運営委員会
　　２５日（木）　　本会議

※本年は、市議会議員一般選挙の年にあたり、９月定例会
　の日程が通常より早まります。
※本会議の開会時刻は、午前10時です。
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会
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誌

議
会
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日程（予定）のお知らせ

　定例会は、年４回開催されます。
　皆さんの身近な問題が審議されており、どのような方針
で市政が進められていくのか知ることができます。
　また、市役所東庁舎１階の市民ホールのテレビでも議会
中継がご覧になれます。お気軽に足を運んでみませんか。
※日程は変更される場合がありますので、傍聴を希望され

る場合は、議会事務局（☎ 63 − 2124）にお問い合わ
せください。

を しませんか。議会 傍聴

傍聴者数 第356回（平成23年６月）定例会　49名

市議会８月定例会市議会８月定例会市議会８月定例会市議会８月定例会
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